
高
速
鉄
道
部
会
交
渉 

（
５
月
23
日
） 

 
 

 

高
速
鉄
道
部
会
交
渉
は
、
当
局
か
ら

繁
田
高
速
鉄
道
部
長
ら
4
名
、
組
合
か

ら
平
尾
高
速
鉄
道
部
長
ら
4
名
が
出
席

し
、
高
速
鉄
道
部
門
に
お
け
る
経
営
改

善
策
に
つ
い
て
、
西
神
・
山
手
線
の
ワ

ン
マ
ン
運
転
化
と
駅
務
遠
隔
化
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
主
な
議
題
と
し
て
、
高
速

鉄
道
部
会
交
渉
お
よ
び
分
科
会
交
渉
を

行
い
ま
し
た
。 

 

当
局
か
ら
は
、
２
０
２
６
年
１
月
か

ら
の
西
神
・
山
手
線
ワ
ン
マ
ン
運
転
化

と
、
２
０
２
８
年
度
を
目
途
と
し
た
駅

務
遠
隔
化
シ
ス
テ
ム
を
全
駅
で
導
入
す

る
と
の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。
ワ
ン
マ

ン
運
転
化
に
伴
い
、
運
転
士
の
習
熟
訓

練
、
乗
務
付
帯
時
分
・
仕
業
の
見
直

し
、
車
掌
の
駅
掌
へ
の
転
任
な
ど
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す 

。
ま
た
、
西
神
・
山

手
線
の
委
託
駅
の
直
営
化
や
勤
務
時
間

の
見
直
し
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 

駅
務
遠
隔
化
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
駅
業
務
の
抜
本
的
な
見
直
し

や
勤
務
体
制
・
勤
務
時
間
の
見
直
し
、

海
岸
線
委
託
駅
の
直
営
化
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。 

 

組
合
か
ら
は
、
ワ
ン
マ
ン
化
後
の
安

全
管
理
体
制
や
遠
隔
シ
ス
テ
ム
導
入
後

の
緊
急
時
対
応
に
つ
い
て
質
し
ま
し

た
。
ま
た
、
時
差
仮
眠
の
導
入
、
提
案

さ
れ
た
21
時
間
勤
務
シ
フ
ト
に
お
け
る

60
歳
以
上
の
職
員
の
健
康
管
理
、
乗
務

員
の
視
力
検
査
の
実
施
漏
れ
と
そ
の
再

発
防
止
策
な
ど
に
つ
い
て
も
質
問
や
懸

念
を
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
と
し
て
、
各

部
署
や
全
駅
に
録
音
機
能
付
き
電
話
を

導
入
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
を
行
い
ま

し
た
。 

  

高
速
分
科
会
交
渉 

（
６
月
18
日
） 

  
高
速
分
科
会
交
渉
は
、
当
局
か
ら
繁

田
高
速
鉄
道
部
部
長
（
地
下
鉄
運
輸

サ
ー
ビ
ス
担
当
）
ら
4
名
、
組
合
か
ら

平
尾
高
速
鉄
道
部
長
ら

3
名
が
出
席

し
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
化
や
駅
務
遠
隔
化

に
伴
う
具
体
的
な
変
更
点
に
つ
い
て
協

議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

組
合
か
ら
、
一
定
年
齢
以
上
の
運
転

士
が
継
続
し
て
運
転
業
務
に
従
事
で
き

る
可
能
性
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
当
局
は
「
60
歳
以
上
の
運
転
士
は

駅
業
務
に
就
い
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
」
と
回
答
し
ま
し
た 

。
ま

た
、
駅
務
遠
隔
化
時
の
21
時
間
拘
束
勤

務
案
に
つ
い
て
、
多
く
の
人
員
が
必
要

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
組
合
の

質
問
に
対
し
、
当
局
は
日
勤
勤
務
を
組

み
込
む
こ
と
と
駅
務
遠
隔
化
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
職
員
数
減
少
の
難
局

を
乗
り
切
る
た
め
の
提
案
だ
と
説
明
し

ま
し
た
。 

 

今
後
の
交
渉
は
、
高
速
運
輸
部
門
は

高
速
運
輸
分
科
会
で
整
理
後
、
支
部
交

渉
へ
、
技
術
部
門
は
支
部
交
渉
で
詳
細

を
話
し
合
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
交
渉
終
了
後
の
意
見
交

換
会
で
は
、
今
後
数
年
間
の
運
輸
事
務

職
員
や
運
転
士
の
採
用
計
画
に
つ
い
て

も
言
及
が
あ
り
ま
し
た 

。  

【
議
事
録
等
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
別

紙
参
照
】 

神  交 2025年 8 月 15 日  第５１８号 

高速鉄道部会交渉（5月23日）・高速分科会交渉（6月18日） 

 

西
神
・山
手
線
の
ワ
ン
マ
ン
運
転
化
や
駅
務
遠
隔
化
の
導
入

を
め
ぐ
り
、
５
月
23
日
に
行
わ
れ
た
第
1
回
高
速
鉄
道
部
会

交
渉
、
６
月
18
日
の
高
速
分
科
会
交
渉
と
相
次
い
で
交
通
当

局
と
交
渉
を
行
い
、
現
場
の
実
態
と
課
題
を
踏
ま
え
た
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
安
全
確
保
や
人
員
配
置
、
高
齢
運
転

士
の
勤
務
継
続
、
駅
務
時
間
の
見
直
し
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

テ
ー
マ
で
組
合
は
改
善
を
求
め
、
当
局
は
制
度
設
計
の
方
向

性
を
示
し
ま
し
た
。
現
場
の
声
を
い
か
に
制
度
に
反
映
さ
せ
る

か
が
、
今
後
の
焦
点
と
な
り
ま
す
。  
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会
議
で
は
、
２
０
２
６
年
度
第
1
次

政
府
予
算
要
求
の
内
容
が
協
議
さ
れ 

、

国
土
交
通
大
臣
宛
て
の
要
請
書
が
示
さ

れ
ま
し
た
。 

 

要
請
書
で
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

経
営
状
況
が
続
く
公
共
交
通
事
業
者
へ

の
新
た
な
支
援
策
の
拡
充
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
件
費
・
燃

料
費
の
高
騰
や
人
員
確
保
の
た
め
の
職

員
の
処
遇
改
善
を
踏
ま
え
た
、
柔
軟
な

運
賃
制
度
の
導
入
も
要
望
さ
れ
ま
し

た
。
災
害
対
策
で
は
、
豪
雨
に
よ
る
地

下
駅
の
浸
水
対
策
に
国
に
よ
る
助
成
措

置
を
創
設
す
る
こ
と
や 

、
バ
ス
事
業
者

の
経
営
を
圧
迫
す
る
燃
料
価
格
高
騰
へ

の
対
策
と
し
て
助
成
金
等
の
措
置
拡
充

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
将
来
的
な
人
員
不
足
へ
の
対

策
と
し
て
、
各
組
織
が
採
用
試
験
の
見

直
し
に
着
手
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
札
幌
市
交
通
労
働
組
合

は
、
電
子
申
請
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
に
加

え
、
年
齢
要
件
の
拡
大
と
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
の

導
入
に
よ
り
、
受
験
者
数
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
っ
た
と
報
告
し
て
い
ま

す
。
横
浜
交
通
労
働
組
合
は
、
募
集
時

期
を
９
月
頃
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
他

社
へ
の
応
募
者
流
出
を
防
ぐ
こ
と
を
提

案
し
ま
し
た
。
京
都
交
通
労
働
組
合
も

今
年
度
の
採
用
試
験
か
ら
Ｓ
Ｐ
Ｉ
方
式

を
導
入
す
る
予
定
で
す 

。 

 

乗
務
員
の
安
全
確
保
に
関
わ
る
「
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
」
対

策
も
主
要
な
議
題
と
な
り
ま
し
た
。
各

組
織
で
検
査
体
制
は
異
な
る
も
の
の
、

３
年
に
１
度
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
札
幌
市
で

は
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
と
認
定
さ
れ
た
場
合
、
年

１
回
以
上
の
通
院
が
確
認
で
き
れ
ば
乗

務
可
能
で
す
。
簡
易
検
査
・
確
定
検
査

費
用
は
当
局
負
担
で
す
が
、
治
療
費
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
横
浜

交
通
労
働
組
合
で
は
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
治
療

の
使
用
率
が
70
％
未
満
の
場
合
、
２
日

連
続
で
乗
務
停
止
と
な
る
厳
し
い
基
準

を
設
け
て
い
ま
す 

。
精
密
検
査
費
は
最

高
２
万
円
ま
で
補
助
さ
れ
ま
す
が
、
治

療
費
は
自
己
負
担
で
す
。 

 

運
輸
現
場
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
自

然
災
害
の
頻
発
を
受
け
て
水
害
を
想
定

し
た
訓
練
が
強
化
さ
れ
て
お
り 

、
札
幌

市
交
通
労
働
組
合
は
地
下
鉄
走
行
路
面

が
水
没
し
た
場
合
の
「
列
車
の
緊
急
移

動
場
所
」
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
夜

間
営
業
外
に
実
務
訓
練
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
と
し
て
、
京
都
交
通
労
働
組
合

は
新
た
に
作
成
し
た
「
対
応
の
手
引

き
」
と
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
用
い
た
研
修
を
年
４

回
実
施
す
る
予
定
で
す 

。 

 

会
議
初
日
に
は
、
仙
台
市
交
通
局
の

富
沢
車
両
基
地
と
市
電
保
存
館
が
視
察

さ
れ
、
参
加
者
は
現
場
の
状
況
を
直
接

確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
福
岡
県
で
の

鉄
道
現
場
視
察
（
北
九
州
モ
ノ
レ
ー

ル
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
福
岡
貨
物
タ
ー
ミ
ナ

ル
）
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。 

神  交 2025年 8 月 15 日  第５１８号 

都市交評2025年度第3回鉄軌道部会 

 

２
０
２
５
年
７
月
31
日
か
ら
８
月
１
日
に
か
け
、
仙
台
市
で
「
都

市
公
共
交
通
評
議
会 

２
０
２
５
年
度
第
３
回
鉄
軌
道
部
会
」
が
開
催

さ
れ
、
公
共
交
通
の
持
続
可
能
な
運
営
に
向
け
た
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
部
会
に
は
松
岡
部
会
長
（
名
古

屋
）
を
は
じ
め
、
全
国
か
ら
多
数
の
出
席
者
が
参
加
し
、
２
０
２
５

年
度
の
政
府
予
算
要
求
や
将
来
的
な
人
員
不
足
へ
の
対
応
策
、
安
全

運
行
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

【
読
者
投
稿 

h

i

r

o
さ
ん
】 

皆
さ
ん
は
幽
霊
を
信
じ
ま
す
か
？ 

今
石
屋
川
営
業
所
で
は
、
に
わ
か
に
心

霊
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

事
の
始
ま
り
は
異
動
し
て
き
た
M

氏
。
M
氏
は
特
に
霊
感
が
強
い
ら
し

く
… 

あ
る
日
、
所
属
長
に
「
こ
こ
は
お
祓
い

な
ど
し
な
い
の
で
す
か
？ 

２
階
の
廊

下
が
特
に
ひ
ど
く
、
歩
く
だ
け
で
胸
を

締
め
付
け
ら
れ
息
切
れ
す
る
の
で
す
」

と
。 

所
属
長
は
宿
直
勤
務
で
あ
る
係
員
に
異

例
の
聞
き
取
り
を
始
め
ま
す
。 

「
何
か
心
霊
現
象
を
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？
」 

す
る
と
、
出
て
く
る
出
て
く
る
。 

「
深
夜
に
誰
も
い
な
い
は
ず
の
会
議
室

の
ド
ア
が
バ
タ
ン
バ
タ
ン
と
開
い
た
り

閉
ま
っ
た
り
を
繰
り
返
す
」 

「
就
寝
中
、
ク
ー
ラ
ー
の
電
源
を
切
ら

れ
た
」 

「
就
寝
時
に
手
元
で
消
し
た
は
ず
の
室

内
灯
が
、
起
床
時
に
は
壁
の
電
源
ご
と

O

F

F
に
さ
れ
て
い
た
」 

な
ど
な
ど
。 

現
在
石
屋
川
営
業
所
で
は
、
お
祓
い
の

盛
り
塩
を
各
所
に
設
け
て
お
り
ま
す
。 

近
頃
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
背

筋
か
凍
る
よ
う
な
体
験
を
し
に
、
石
屋

川
営
業
所
へ
い
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

仙台市交通局市電保存館を見学 


